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黒鉛・基地組織を制御することで，様々な用途にあわせた鋳鉄製品が 

作られていますが，それらの組織変化に敏感な超音波・磁気特性を 

計測することで，非破壊に組織・材質評価が可能となります． 

                   

鋳鉄は黒鉛と基地（フェライト・パーライト）

組織からなる複合材料です．黒鉛と基地の弾

性率の違いに着目し，超音波音速の違いを調

べることで，非破壊に黒鉛組織の形態や，引

張強さ（片状黒鉛の場合）を評価することが

できます．また，基地を構成するパーライト

は鉄と炭化物の微細な層状構造をとるため，

パーライトが存在すると磁壁の移動に大きな

影響を与えます．従って，フェライトとパー

ライトの比率が変わると磁気特性に違いが生

じるため，磁気計測により基地組織の様子を

非破壊に調べることができます．このように，

超音波・磁気計測を併用することで，鋳鉄の

組織・材質の非破壊評価が可能になります．

 

 

            

           鋳造部品の製品検査 

関連特許 
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何に使えるの？ 

どんな技術？ 
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片状黒鉛鋳鉄の音速・磁束密度と引張強さの関係 


